
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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該当する□には、レ印を記入してください。特定平業者以外の鞭業者の方はし印の記入1ｔ不興です。

「維噸(F皮」とは31.imiⅡ3111のIMi年度を、「目標年度」とは:I･繭１１ⅢH1の膿終ｲﾄﾞurを、「制l告ｲＭｒｊとはiliHjilV1IIIのうち、今回柵皆の対敗となる年度をいいます。

nlT業所等排出区分」とは〕;て都府内のEIF業所等の郡業活勤のためのエネルギーの仇Ⅱlに１２１１い発生する温寵効果ガスを、「輸送IIriiWMl:ⅡI区分」とは自励Tin運送珈漿羽については他〃)の本拠の位侭をJjr部府内とするnI1M1i
の排l｣｣する槻室効果ガスを、鉄道｡i｢業者については保有する貨物Ｊ１[iNii又は旅客來両の排１１｣する楓畿効果ガスを．「その他排1M区分」とは｣二記以外の京都府lﾉﾘにおける:11｢業所鰊のJ1｢災活動に(111い猫'こう-る温室効果ガス
をいい主十・

「原lii位当たりの温室効果ガス排出賦等」の「用途区分」には、○○工場、辮務所旗どの)Ⅱ途を記入してください。「原､1位の指標」には、分子の「二酸化炭素換算」の下に分母となる指標（生藤数Nt、延べ床而
欄、走行距離等）を記入してください。

「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの削減騒等」のうち「森林の保全及び縦備」の「目標年度（:卜両）」機1には91.画』01Ⅲ1中の目標の累計を、「報告４１二度（実績）」欄にI土爽綴のIIl3+を記入してください．

「特記鞭項」には、平成２年度（】９９０年度）を雑fl8とした排出趾の対比や、省エネ製品'1N苑などM1者の温室効果ガス排出削減への貢献、グリーン調達の操Ｈ１、狩定フロンなどの条例lIT定外の鳩寵効果ガスのﾊﾞﾘ減
などを記入してください，
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住所（法人にあつ
ては、主たる２１F務
所の所在地）

兵庫県尼崎市東本町１丁目５０番地（京都府宇治市宇治戸ノ内５番地）

氏名（法人にあっ
ては、名利《及び代

表者の氏名）
ユニチカ株式会社宇治事業所執行役員事業所長奥田泰三

事業者の主たる
業種 ナイロン樹脂、フィルムの製造等

該当する事業者
要件

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上〉）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針 ･省エネルギー前年度１％の効率改善
・リサイクルの推進

.事業所での環境マネジメントシステムの導入により、ＣＯ２削減を目指す｡

推進体制
事業所長を本部長とする地球温暖化対策本部の設置と実施計画の策定、進捗管理システムを構築する。

環境マネジメントシステム名称 ＪＩＳＱ１４００１：２００４ 

適用範囲 ユニチカ㈱宇治事業所及び関連会社

取得年月日 平成13年３月２６日

年度ごとの具体
的な取組及び槽
置の状況

年度

2１ 

2１ 

2１ 

設備、対象、工程等

工場製造部門

動力部門

出荷・輸送部門

措置内容

省エネタイプの蛍光灯に切替等

ターボ冷凍機更新等

アイドリングストップの実施率を高める等

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）
(１９）年度

(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）
(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

285,023.0ｔ 284,031.0ｔ -0.3％ 262,224.8ｔ -8.0’船

ｔ ｔ (Xｉ ｔ 明，

598.0ｔ 598.0ｔ 0.0ｌｘ， 597.5ｔ -0.11%， 

＊】 ２８５，６２１．０ｔ ＊２284,629.0ｔ -0.3％ ＊’1 262,822.3ｔ -8.0‘〉&

使用量が削減でき、温暖化対策に貢献できている。

原単位当たりの

温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 墹減率（爽絞）

船 q<， 

％ 9ハ

船 91i， 

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取組搬隷 (二酸化炭素換算）

(蝋備而稲） hａ (吸収激） ｔ 

(利用鼠） ｍ３ (削減鑓） ｔ 

(充趣鑓） kwｈ (ﾊﾘ減斌） ｔ 

(熱供給鯉） GＪ (削減鍬） ｔ 

(鯛入lit） kwｈ (剛I減鹸） ｔ 

(購入鐘） ｔ (11'1減倣） ｔ 

＊３ｔ 

報告年度（実績）
取組鮫等 (二酸化炭素換算）

(幣備而稿） hａ (吸収舐） ｔ 

(利用１１t） IITO (削減戯） ｔ 

(光電fit） kwｈ (iIiﾘ減最） ｔ 

(熱供給Ｈ１） GＪ (､ﾘ減Ｈ１(） ｔ 

(鵬入段） kwｈ (ｉＩ減鰍） ｔ 

(購入風） ｔ (N1I賊殿） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排上Ⅱ合計一削減等合計）

基準年度（実績）

＊１ 285,621.0ｔ 

目標年度（計画）

【画2)-(･ﾖ）２８４，629.0ｔ

珊減率（計ii1ii）

-0.3％ 

報告年度（実績）

(*,I)－(*昂） 262,822.3ｔ 

増減率（爽紺）

-8.0％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

･地域の美化清掃活動への参加（クリーン運動）

特記事項
･平成１６年ガスターピン発電設備導入、３９％ＣＯ２削減を達成
･グリーン購入方針を策定、グリーン購入を推進
･従業員の環境教育を実施（ＩＳＯ１４００１より）
・ノーカーデーの実施（毎月１０日）


